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実践トータル支援活動との連携による児童の特性に応じた支援
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要約

本校は、平成18年度･'9年度の２年間、浦添市教育委員会指定を受けたことを契機に校内支援体

制を構築し保繊者および琉球大学教育学部附属障害児教育実践センターの実践トータル支援活動

との連携を進めてきた。本研究はその連挽支援における実践報告であり、自分の感慨･行動のコ

ントロールが苦手で、市の就学指導で『通常学級での配慰ある指導（集団参加への適応において）

が望ましい」と判定された男子への支援についての報告である。本校は取り組みの主題である

｢一人一人が伸びるための特別支援教育をめざして｣、副主題「児童の特性に添った支援と学習指

導法の創意･工夫を通して」という視点に基づく教育的支援を行ってきた。そこでその支援方針に

より本研究では保護者･担任･ヘルパーとの信頼関係から、集団の中で支援対象となる子どもが適

応していく過程および支援における手だてについて検討した。そのことにより実践トータル支援

活動との連挽における効果が確認でき、専門機関としての大学との連挑の重要性が示唆された。

はじめに 教育委員会指定を受け、研究主題を「一人一人が

伸びるための特別支援教育をめざして｣、副主題

を「児童の特性に添った支援と学習指導法の創意・

工夫を通して」と掲げ、特別支援教育の研究を進

めてきた。本年度は、①児童の困り感に気づき支

援体制を組み、手だてを講じていく②学習活動に

おいて、さりげない支援の計画と実践を試みる③

発達障害及び支援の実際について学ぶ、を中心に

研究を進めることで児童一人一人の成長をうなが

し、可能性を引き出すことにつながり、ひいては、

児童と児童が共に育み合う優しさや力強さを身に

つけると考え、本主題を設定した。そこで本研究

Ｉ
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Ｉま、自分の感情・行動のコントロールが苦手で、

市の就学指導で『通常学級での配慮ある指導（集

団参加への適応において）が望ましい』と判定さ

れた男子（以下、Ａ君）における教育支援につい

て報告する。

特別支援教育における専門機関との連携につい

て加藤（2005）は、その目的を学校や教員がもっ

ている教育的専門性をより効果的なものにするた

めに、専門機関から提供される知識や技術を保管

することであると述べている。琉球大学教育学部

付属障害児教育実践センターでは子どもたちの発

達を支援することにより地域社会に貢献すること

を目的のひとつとする実践トータル支援活動（以

下、琉大トータル支援）を行っている。この活動

は発達支援に関わってきた経験豊富な現職教員や

保育士、特別支援教育を専攻する学生、児童精神

科医、臨床心理士、大学の教員などの専門家で構

成され、支援対象の子どもが通う学校と連携支援

を行うことができるシステムとなっている。

そこで本研究では、校内支援体制を構築し、琉

大トータル支援との連携を進めていく中で、保護

者・担任・ヘルパーとの信頼関係から、集団の中

で適応していく過程における手だてについて検討

し、大学との連携について考えてみたい。

2．対象

２年生男児

３．主訴

集団生活のルールを学習面より優先させたいと

いう母親の希望を考慮し、優先する長期目標を確

認し合い、支援を進めていった。

４．前年度（１年生の時）までの経緯と支援

入学前、保育園、幼稚園に通園。小学校入学前

の市の就学指導の『通常学級での配慮ある指導

（集団参加への適応）が望ましい」を受け、小学

校入学直前にケース会議を開き、支援について話

し合った。昨年度の知能検査（WISC-m）の結

果、担任は検査委員から、①対人関係が苦手で、

状況の判断や言葉の理解が困難なため、友だちと

･のトラブルを可能な限り、回避・軽減をする手だ

てをする。②大人との１対１の関係作りは上手な

のでそれを上手く利用する。③ロールプレイや絵・

図の利用は効果的である。④指示は簡単な言葉で

わかりやすく伝えることをアドパイスされた。

5．前年度（１年生の時）の支援構造

①安全面の配慮から、学年配置のヘルパーで

支援していた。

②コミュニケーション能力・社会スキルの育

成をねらい、保護者の同意を得て特別支援学

級での通級指導を受けていたが、本人の意志

で２月以降は参加していない。

③県の地域連携推進事業の一環として、児童

精神科医との親子、担任の面談を実施した。

Ⅱ方法

１．手続き

①母親からの主訴も聞きながら子どもの実態把

握をする。②実態をもとに支援目標を作成する。

③支援目標に沿った支援の記録のなかから子ども

の特徴的な行動を抽出する。④特徴的な行動を月

単位で時期区分に分ける。⑤分けた時期区分によ

る支援と行動の変容を考察する。

6．支援目標の作成

Ａ児の個別の教育支援計画作成に当たり、複数

表１本年度４月の気になる実態と長期目標

－１７６－

気になる実態 長期目標

ｌ友だちとのトラブルや苦手な教科でパニックになり、机を
廊下に出したり教室から飛び出したりして、校舎から出るこ
ともある。

友だちと嫌なことがあっても、相手や先生に気持ちを伝えたり、
我慢したりすることができる。

２整理整頓が苦手で、机周辺が本児のもので散乱してことが
多く
いる ●

登校時から体育対袋や絵本パック、ノート等が落ちて
身の回りの整理整頓ができる。

３授業に集中できず、苦手な内容になると醜轡や艤席、教室
からの飛び出しがある。

苦手な教科でも．席を立たずに学習する。
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での学校生活のいろいろな場面における行動観察

と保護者.Ａ児からの聞き取りを行い実態の把握

し、Ａ児の本年度における長期目標（表１）を作

定した。

廊下へは出るが、『走って』飛び出すことが

減ってきた時期（６．７月）

Ａ児の状態に応じて、ヘルパーが側について指

遊び（指ずもう等）で遊ぶことで，気分転換を図

り、落ち着かせることができるようになってきた。

教室からの飛び出し方が、『走って』ではなくな

り、その際の周りの友だちに対する攻撃的な面も

見られなくなりイライラする時間が減り、飛び出

しクールダウンする場所も廊下や図書館などに決

まってきた。そのため、安全面から瞬時にヘルパー

で対応することはほとんどなくなり、様子を見て

指遊びやＡ児の関心のある話をして教室に戻るよ

う声かけをする支援を進めた。体育のボール遊び

における勝敗にこだわりゲームに参加しないこと

が多い状態については、琉大トータル支援と連携

を取り、小集団での勝敗のはっきりしたゲームの

導入を確認し合った。

Ⅲ経過と考察

１．４月の気になる実態１（教室からの飛び出

し）に対する支援

友だちとのトラブルや苦手な教科でパニック

になり、机を廊下に出したり、教室から飛び

出したりして校舎から出ることもあり、クー

ルダウンにとても時間がかかる時期（４月）

パニック時には、Ａ児に関わった児童だけでな

く衝動的にその周りにいた友だちに対して攻撃的

になることもあった。クールダウンにかなりの時

間を費やしその場所も様々で、教室からの飛び出

しには安全面の確保を第１に考えた上で、ヘルパー

を中心にした'Ａ児の行動観察・実態把握に努めた。

教室からの飛び出しの際、ヘルパーの声かけに反

応することがほとんど無く、クールダウンするま

で側にいるといった支援にとどまった。 クールダウンする場所が固定化し時間もとても

短くなってきたことから、瞬時の対応ではなく、

少し間をおいて遊びを取り入れながら教室へ戻る

よう声かけをすることで、教室に戻れるようになっ

てきた。教室からの飛び出しはあるが、トラブル

の相手に対する攻撃的な面が減り、静かに泣いた

りしょんぼりして教室から出てきたりする場面が

多かった。トラブルのいきさつを冷静に自分で順

序立てて話をして相手に謝ることができることが

あり、Ａ児の精神面の成長が伺えた。

パニック時の教室からの飛び出しはあるが、

校舎から出ることはなくなった時期（５月）

本児がイライラしている時は、ヘルパーがタイ

ミング良く声かけをする積極的な支援を進めた。

教室からの飛び出しには、無理に教室に戻すので

はなく落ち着くまで側にいるようにしたことで、

クールダウンする時間が少しずつ短くなり、本児

がイライラの原因や自分の気持ちを話すようになっ

てきた。クールダウンする場所の確保とほめて自

信をもたせるペアレント・トレーニングの実践を

琉大トータル支援スタッフにアドパイスされ実践

した。クールダウンの場所をＡ児へ提案をしたが、

なかなか決めきれない様子だった。また、ほめて

自信を持たせるといった支援をすすめたことでＡ

児の表情が和らぎ、担任・ヘルパーとの信頼関係

ができてきた．

２．４月の気になる実態２（整理整頓が苦手）

に対する支援

轄理整頓がほとんどできず、机の周りに本児

のものが落ちていることも多く，登校した時

から、体育着袋や絵本パック、ノート等が落

ちている時期（４月）

－１７７－
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声かけに反応することがほとんどなく、聴覚刺

激の効果は期待できなかった。何かにいつもイラ

イラしているような不安定な状態で、頻繁に離席・

立ち歩き・教室からの飛び出しがあった。Ａ児の

状態の行動観察・記録を基に、支援体制を絶えず

確認した。

担任やヘルパーの声かけに対して反応すること

がほとんどなく、聴覚刺激に対する反応は期待で

きなかった。机の上にＡ児の持ち物が山積みになっ

た中で授業を受け、給食になるとトレイを置くた

めに片付けるといった状態だった。落ちている鉛

筆を拾ってくれた友だちに対し、自分のではない

という理由で刺すこともあり、安全面から目が離

せない状態だった。 苦手意識の低い学習においては参加する時期

(５．６月）

視覚刺激（手順カード・ノート・ホワイトボー

ド）に反応して片付け出す時期（５～７月） Ａ児の学習意欲を高めるための支援を行動観察・

記録から検討し、まずヘルパーによるノートへの

板書を実践した。すると、ノートを見た瞬間Ａ児

は自分のノートに記入し始め、黒板からの距離を

配慮することで学習に参加できると考え、最前列

に座席を配置し問題をわかりやすい言葉で伝えた。

その結果、支援なしで一斉授業に参加できること

が増え、特に算数科の計算問題では積極的に挙手・

発表、課題の提出ができるほどとなった。また、

苦手な学習内容において読書に逃避していると思

われたＡ児であったが、視覚刺激でゆっくりでは

あったが本を片づけるようになった。しかし、し

ばらくするとまた読書し始め、苦手な学習におけ

る支援が必要だった。

整理轄頓の意識づけ．定着を目指し、まず登校

時の片付けを第１ステップと捉え、聴覚刺激に期

待できない点をふまえ、視覚刺激としての手順カー

ドを作成した。提示した際、想像以上に瞬時に反

応することから、Ａ児の支援は視覚刺激が有効で

あることがわかった。そこで学習時における支援

として、ノートやホワイトボードに記入した指示

をＡ児に見せることを行った。指示の提示に瞬時

に反応することから、やはりＡ児には視覚刺激が

有効であり、今後の支援に生かすことが可能であ

ることが明らかになった。

自分から床に落ちているものを拾うようになっ

てきた時期（９月以降） 苦手な漢字や絵に取り組み出す時期（７月以

降）

ホワイトポードや声かけで少しずつ整理整頓を

意識するようになり、机の上にあるものが落ちる

ときにそれに気づき、落ちる寸前に手で止めたり、

自分の目で追って拾ったりするようになってきた。

この頃から、これまで有効だった視覚刺激でなく

聴覚刺激（声かけ）に対する反応が良くなってき

た。これは、担任・ヘルパーとの信頼関係から精

神面の安定したことによるＡ児の変容ではないか

と思われ、長期目標をほぼ達成したといえる。

苦手な漢字学習において問題数を減らすことで

課題に対する意欲が出てきたことから、その他の

課題に対しても同様な支援を実践した。その結果、

提示された課題に対して少しずつ意欲が出てきた。

特に苦手意識の強い「絵」はヘルパーの描いた下

書きをなぞることで、苦手意識を減らすことがで

きた。またこの時期に家庭との連携でマスを大き

くした漢字のなぞり書き練習や絵の下書きなどの

協力を得たことは、Ａ児の苦手意識の軽減にとて

も効果的だった。３．４月の気になる実態３（授業に集中できない）

に対する支援

４．Ａ児を理解してもらい，思いやりの心を育て

るための学級指導と効果授業に集中できず、苦手な学習内容になると

読書や離席、教室からの飛び出しがある。

－１７８－
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学級活動指導案

１）主題名

「友だちにやさしい言葉をかけよう」

３）ねらい

友だちに進んでやさしい言葉をかけてあげよう

とする態度を育てる。

４）本時の展開

２学年という発達段階に応じた学習内容と活動

及び指導上の留意点を学級活動１時間の展開（表

２）にまとめ、２学年全学級で実施した。

２）主題設定の理由

本校の学校教育目標の一つに「思いやりのある

子」があり、それを受け学年も同目標にし、誰も

が楽しい学校生活を送るために友だちの気持ちを

思いやり、仲良く助け合う子の育成を目指してい

る。２年生の子どもたちは、友だちがけがをして

いるときや泣いているときに優しく声をかけてあ

げる子が多い。そして反対に自分がそのような立

場になったとき、優しくしてもらうととても喜び、

自分の経験から優しくしてあげる場面はわかって

いるようである。しかし、学級生活が慣れてくる

と、些細なことでけんかをしたり悪口を言ったり

することも見受けられるようになる。そこで、

｢脳の引き出し」について学ぶ中で、神経伝達物

質セロトニンのことを知り、脳の引き出しを開け

やすくするためにどんな「やさしい言葉」を日常

的に使ったらいいのか考える機会を与えることで、

もっとやさしい言葉をかけよう、もっとやさしい

ことをしようという気持ちがわいてくると考え、

本主題を設定した。

Ⅳ総合考察

学校において、Ａ児についての具体的な場面に

おける実態と支援経過、効果的な支援等の前担任

からの情報不足、そしてＡ児において、低学年と

いう発達段階で進級して新しい学級担任と学級構

成になることと学習に対するプレッシャーな等精

神的にストレスとなる刺激が強すぎたことと担任

とのラポートの弱さから、Ａ児は特に支援を必要

とする状態になったといえよう。そこで、保護者

との信頼関係の構築を第１に考え、様々な場面に

おける複数の行動観察と保護者．Ａ児からの聞き

取りから実態を把握し、校内の支援体制を整え個

別の教育支援計画を作成し、琉大トータル支援と

連携し、Ａ児の特性に添った支援を進めたことが、

現在、Ａ児の比較的安定した状態での学校生活に

表２本時の展開

－１７９－

学習内容と活動 指導上の留意

１脳のはたらきをしる．

２「脳の引き出し」を開けやすくす

る物質とその方法を知る◎

３「やさしい言葉」や「やさしいこ

と」とはどんなことか具体的に考

え、カードに記入する。

４カードに書いたことをペアで伝

え合い、その時の気持ちを話し合

つ。

５授業の感想を書く。

６教師の話を聞く。

○一人一人の脳の引き出しには違いがあり、持っている引き出し、持つ

ていない引き出し、開けられやすい引き出し、開けにくい引き出しなど、

それぞれ得意、不得意があることを確かめる。

○「セロトニン」を出し脳の引き出しをあけやすくするために、やさし

い言葉をかけたり、やさしいことをしてあげることが必要だということ

をおさえる｡

○見つけられない児童には、自分が言われてうれしい言葉を轡くように

アドバイスする。

○ふざけないで真剣に伝えることが大切なことを声かけする。

○懸想が書けない児童には、机間指導で「やさしい言葉」を言われた時

の気持ちがよく表れている磯想を知らせる。

○優しい言葉が飛び交うような学級にしていきたいことを伝える。
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識した。その結果、現在では以前のように一人の

子だけに固執することもなく、学校だけでなく放

課後もいろいろな子と仲良く過ごしている場面が

多く見られる。

つながったと推察できる。最後に以下の４つの支

援に焦点を当てて考えてみたい。

１．担任・ヘルパーとの信頼関係作りをする

４月当初は全くといって良いほど声かけやスキ

ンシップに反応がなかったが、ペアレント・トレー

ニングを心がけ、小さな事でもほめて自信を持た

せることを意識したことで、次第に声かけやスキ

ンシップにも反応をするようになってきた。自信

のなさからくるＡ児の不安を表情や行動で気づき

支援を進め､いろいろな場面で褒めて自信をもた

せることを心がけたことでＡ児に安心感や自信を

与えることができたといえよう。また、Ａ児の小

さな変容を見逃さず、積極的に保護者と連挽を取

ることに心がけたことで保護者との信頼関係を深

めることへとつながり、そのことが観察力の高い

Ａ児に伝わり、より良い信頼関係を助長したとい

えよう。

５．Ａ児を理解してもらう学級指導・道徳・ソー

シャルスキルを導入する

Ａ児を理解し生かした学級経営をする上で、周

りの友だちにＡ児を理解してもらうことは必要で

ある。さらにＡ児以外の友だち作りが苦手な子や

うまく自分の気持ちを相手に伝えることができな

い子の存在からも、思いやりの心を育てるための

学級指導や道徳、様々な場面でのエンカウンター・

ソーシャルスキルを取り入れた活動を意識した学

級経営を心がけた。その結果、相手の気持ちを考

え行動することができる子が増え、Ａ児に対する

攻撃・否定的な言葉かけや行動が減ったことでＡ

児の精神面の安定化を図ることができたといえよ

う。

２．視覚認知優位な面を生かす

Ａ児は、一斉授業（大勢）の中で担任の指示に

集中して聞き取ることや周りの様子に注意を払い

行動することが苦手であり、視覚刺激（手順カー

ド・ホワイトポード・ノートなど）によって自分

の取るべき行動がわかり、行動することができた。

Ａ児の特性に添った支援をすることで、一斉授業

に参加することが可能であるといえる。

６．琉球大実践トータル支援との連携

琉大トータル支援との連携は５月、６月に支援

方法について連携によるケース会議を開いて検討

した。７月には実践事例検討会における報告、８

月セミナーにおける公開実践報告、１１月には今後

の支援について連携によるケース会議をもった。

学校・家庭・琉大トータル支援の連携により、①

Ａ児の三側面からの実態把握が可能になり、三者

の信頼関係の上で「Ａ児のために」どう支援して

いくか連携を推進出来たこと、②琉大トータル支

援翌日の学校における精神状態が比較的安定して

いることから、Ａ児にとって琉大トータル支援は

自分の気持ちやエネルギーを受けとめてくれる場

の一つであること、③琉大トータル支援に参加し

場を共有出来たことで、よりＡ児と保護者との信

頼関係の構築を図ることができたことは、現在の

Ａ児が集団の中で適応しつつある状態である大き

な要因であるといえる。

３．ごほうびカード・トークン表で意欲付けする

視覚刺激を強化するため、Ａ児が期待する行動

を取ったときにごほうびカード・トークン表を利

用することでさらにＡ児の意欲を高めることがで

きた。特に苦手な絵では最初から取り組もうとせ

ず離席・読書への逃避が目立ったが、ごぼうびカー

ドの効果で仕上げようとする意欲が出てきて自宅

に持ち帰らずに仕上げることができたこともある。

４．座席・グループ編成等を配慮する

４月当初はＡ児が特定の一人の子に固執してト

ラブルが生じたことやその子が本児との関係を負

担に感じている様子が見られたこともあった。そ

こで、次年度の学級編成を視野に入れ、学級の座

席や体育のチーム、係・当番等で友だち作りを意

1）５月の連携（①ほめて自信をもたせる。②座

席の配置を工夫する。③ソーシャルスキル・ペ

アレントトレーニングを取り入れる。④クール

ダウンのための部屋を設霞する⑤手順カード.

－１８０－



実践トータル支援活動との連携による児童の特性に応じた支授

トークン表を利用する｡） イスをもらい情報交換をする。③ヘルパーの必

要性を確認する）

連携をとるまでは、注意をすることや指導によ

る行動の修正を求めることが関わりの中心であっ

たが、ほめることにより対応するという発想をも

つことでＡ児を肯定的に評価する機会が増えた。

クールダウンに関しても安心できる場所ができる

ことでＡ児の気分の回復が早くなった。場合によっ

ては、リフレシュして教室に戻ってくることもあっ

た。戻ってきた後はやる気が増して注意されるこ

とが減ることもあった。また、手順カードやトー

クン表の利用については導入早期から効果が表れ、

Ａ児の特性に添った効果的な支援方法だった。行

き詰まっている時のアドバイスによる発想の転換

は連携の大きな効果と考えられた。さらに、琉大

トータル支援に参加し、Ａ児とその保護者と直接

話が出来たことは、早期における信頼関係の構築

につながったといえよう。

実践事例報告会に向け４月からのＡ児への支援

をまとめる中で、１学期前半のＡ児に対する校内

支援体制の成果と課題を把握し今後の支援の確認

をすることができた。また、報告会における様々

な視点からのアドバイスや情報交換を今後の支援

に生かすとともに、これまでの支援の効果と琉大

トータル支援との連携・ヘルパーの必要性を再確

認できた。

４）８月の連携（①障害児教育実践センター主催

のセミナーにおいてＡ児の変容について報告す

る。②効果的な支援について会場からのコメン

トをもらい情報交換をする。ヘルパーの必要性

を確認する）

セミナーで与えられた時間が限られていたため

会場からのコメントや情報交換は多く得られなかっ

たが、その後、個人的に多方面から多くのアドバ

イスをされ、今後の支援に生かすとともに、これ

までの支援の効果と琉大トータル支援との連携と

ヘルパーの必要性を再確認できた。

2）６月の連撹（①整理整頓ができるために、

「見て分かる表示」を工夫する。②勝敗にこだ

わり、体育のゲームに参加できないので、琉大

トータル支援で勝敗のはっきり分かる集団ゲー

ムを取り入れる）

５月の連携の実践によりＡ児のイライラしてい

る場面が次第に減少し気になる実態の改善が見ら

れてきたことから、６月には夏休み明けの運動会

に向け、より具体的な場面での実態に即した対応

について連携を取った。しかし、体育科の学習内

容が集団でのボール遊びから水遊びになり、実際

には連携の効果を知ることは出来なかったことか

ら、学習内容の年間計画を視野に入れた支援の必

要性を感じた。また、「見て分かる表示」の工夫

は１学年の教室表示を参考に作成を考えたが、５

月の連撹での「手順カード」の効果がさらに期待

できそうだったため経過観察を続けた。

5）１１月の連携（①最近の学校生活の様子を伝え

て、今後の支援について確認する。②勝敗のはっ

きり分かる集団ゲームを取り入れ、勝敗へのこ

だわりを緩和していく）

年度初めに作定したＡ児の長期目標をふまえ、

最近の学校生活の様子と今年度前半の支援の効果

と課題から、次年度を視野に入れた今後の支援に

ついて確認することができた。
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